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 ～ブレグジットと米中貿易協議の進展が反映されるのはこれから～ 
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・ 12月の英国の総合ＰＭＩの速報値は48.5と、前月確報の49.3から一段と落ち込み、国民投票直後

の2016年７月（47.6）以来の水準に低下した。内訳は、製造業ＰＭＩが47.4と2012年央以来の水

準に落ち込み、国民投票直後よりもさらに悪化した一方、サービス業ＰＭＩが49.0と前月から悪

化モメンタムがやや加速した。建設業ＰＭＩは来年１月２日に発表される確報値で公表される。 

・ 製造業ＰＭＩの構成５項目のなかでは、生産（前月：49.1→今月：45.8）、新規受注（48.4→

46.1）の２項目の落ち込みがとりわけ目立つ。先週後半に相次いで判明した保守党が大勝に終わ

った英総選挙の結果や、第一段階の合意に達した米中貿易協議の進展は、速報計数に反映されて

いない模様。確報値で上方修正される可能性が高い。 

・ 来月以降は、離脱実現で手控えられた設備投資や事業活動の再開、米中貿易戦争に起因する世界

貿易の不透明感の後退から、製造業活動を中心に底入れが期待できる。ただ、来年末までの移行

期間中にＥＵと貿易協定をまとめられるかどうかが不安視されるほか、合意に達したとされる米

中貿易協議も細部で両国間の見解の相違が目立つなど、先行き不透明感が完全には払拭されない。

来年の景気を占ううえでも、来月以降の反発の程度に注目が集まる。 

 

 

 

■英国：ＰＭＩ総合 ■英国：製造業ＰＭＩの受注・在庫
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■英国のＰＭＩ指数（季節調整済み）

2019 2019
1Q 2Q 3Q 4Q 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

英国 総合ＰＭＩ 50.6 50.5 50.1 49.2 50.0 50.9 50.9 49.7 50.7 50.2 49.3 50.0 49.3 48.5

製造業ＰＭＩ指数 53.3 50.2 47.9 48.6 55.1 53.1 49.4 48.0 48.0 47.4 48.3 49.6 48.9 47.4
サービス業ＰＭＩ指数 50.1 50.5 50.5 49.4 48.9 50.4 51.0 50.2 51.4 50.6 49.5 50.0 49.3 49.0
建設業ＰＭＩ 50.0 47.4 44.5 － 49.7 50.5 48.6 43.1 45.3 45.0 43.3 44.2 45.3 －

出所：IHS Markit


